










要約:従来からある社会資源を活用し、全国を対象とした標準化モデル・システムを模索検

討してきたが、社会資源の差異、マンパワーの差、等の地域格差により、全国共通のモデ

ルを作成することは困難であった。そこで、標準化モデル・システムを提示するのに隘路

となっている諸点の洗い出しとそれらを除去する上での方策を挙げた上で、仮称「乳幼児

健診事後措置検討委員会」試案を示した。さらに、児童相談所のあり方に関する検討を行

い、(1)健診から事後措置に至るまでの流れの中で機能している現状の、児相への不満、(2)

その不満解消のための方策、(3)比較的良く機能している事例とその理由について述べた。

最後に、事後措置の中での保育所・保育園・幼稚園の果たしうる役割について述べた。 


